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研究成果の概要（和文）：10－16世紀ラージャスターンおよびグジャラートの地域王権について、勅書に見られるサン
スクリット語から地方語への公用語の転換を柱に、国家システムの変化とそのメカニズムを論究した。その結果、10～
13世紀の地域王権はサンスクリット文化を基盤に非在地的性格を帯びていたが、14世紀後半から現れる地域王権はその
性格を大きく変えて地域性を強く志向するようになることが明らかにされた。16・17世紀以降の地域政権の政治的集権
化のプロセスや城郭都市建設の進行も、また同時代のラージプート政体であるクラン・システムも王権の地域性志向の
中で説明できることを示した。

研究成果の概要（英文）：This research explores changing state system of the regional dynasties in the 10th
- 16th-century Rajasthan and Gujarat, mainly focusing on change of the official languages used in copper-p
late royal charters from Sanskrit to local languages in the period of vernacularisation. As a result, we t
entatively conclude that while the regional powers emerging from peripheral areas in the 10th-13th centuri
es had not necessarily formed regional state but rather aimed at conquering the whole India as a chakravar
tin, the kingdoms emerging from the late 14th century onwards adopted local languages as their official la
nguages and apparently intended to form regional state rooting in the vernacular culture. This vernaculari
sation can explain the political centralisation of the Rajput kingdoms and the fortification of their capi
tal cities, both of which progressed from the 16th or the 17th century onwards in Rajasthan.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： インド　王権　サンスクリット　地方語　地域主義　ラージプート　サーマンタ　銅板文書

史学・東洋史



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 サンスクリット語史料を扱う「古代史家」
とペルシア語史料を扱う「中世史家」は、こ
れまで相互にほとんど交流することがなく、
南アジア史研究は 12 世紀末をもって分断さ
れる傾向にある。近年チャットーパディヤー
ヤやクルケらによって、7－12・13 世紀は地
域国家形成の時代だと提唱されており、他方
で 1970 年代からジーグラーをはじめ「中世
史家」によって 15 世紀からの地域国家形成
が注目され、ともに通説になりつつある。し
かし、いったい両時代のプロセスは同じパタ
ーンの繰り返しなのか、あるいは異なる歴史
プロセスなのか、これまで議論されたことが
ない。上記のような研究上の分断の中、両時
代の比較はおろか、両時代の研究者は互いに
相手の研究に触れることさえなかったため
に、そもそもこのような疑問自体が提示され
ることがなかった。その結果、両時代に見ら
れた「地域国家形成」プロセスは、いまだに
南アジア史全体の中に位置づけられないま
まである。 
 両時代の「地域国家形成」を歴史的に位置
づけるうえで注目すべきなのは、13 世紀と
15 世紀の間に現れる、北インド在地社会での
様々な変化であり、筆者はこれまでの研究に
おいて、その変化の諸相を仮説を交えつつ論
じてきた。 
 ・公用語のサンスクリットから地方語への

転換 
 ・サーマンタ体制の崩壊からマンサブ＝ジ

ャーギール体制およびクラン体制への
転換 

 ・サンスクリット語による王統譜・叙事詩
から地方語による叙事詩・歴史書への転
換 

 ・ワタン的地域団体システムの形成へ 
 ・新興王家が多数出現、すなわち地域レベ

ルの勢力交替 
 ・地方中核都市の転換（中核地の移動） 
これらの諸点はいずれも南アジア世界にお
けるヴァナキュラリズム（社会・文化の地域
主義・在地化）の本格的展開を示すものでは
ないかと考えている。 
 こうした視角は、Ｓ・ポロックが文学史研
究の立場から議論を展開しているが、本研究
はこれを歴史学の立場から、社会変動および
国家・在地社会秩序の再編の問題としてとら
え直す。 
 なお、13－15 世紀の社会変動は、デカン・
南インドにおいてもタルボットや辛島昇ら
によって指摘されてきた。辛島はこれを南イ
ンドの古代と中世の分水嶺として位置づけ
ているが、時代区分はともかく、この時期が
南アジア全体で進行した変動期であったこ
とは明らかである。 
 また、この変動期 13－15 世紀は、家島彦
一、杉山正明など近年の超地域的な歴史研究
によれば、モンゴル帝国の成立によるユーラ
シア・インド洋交易の活況から、帝国崩壊後

の地域秩序の再編と港市国家の繁栄という、
ユーラシア・レベルの変動期でもある。南ア
ジアにおいて、それは北インド内陸帝国（ト
ゥグルク朝）の繁栄・崩壊と近世的地域国家
の析出のプロセスとして、ユーラシア史の中
に位置づけることが可能だと思われる。南ア
ジアのヴァナキュラリズムは、他地域との比
較を通して、より大きな次元での世界史的展
開の一局面として位置づけられるものであ
ろう。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、インド史において地域政権の活
動が目立った 10-16 世紀の北インド、とくに
ラージャスターンおよび グジャラートの地
域を対象とし、14 世紀以降における地方語に
基づく国家のヴァナキュラリズム（地域化）
のプロセスが、それ以前のサンスクリットに
基づく10-13世紀の地域政権といかに異なる
のかを考究することを通して、南アジア史に
おける 14・15 世紀の転換の意味を明らかに
することを目的とする。同時に、そのプロセ
スとユーラシア・レベルの動向との連関を探
っていく。 
 
３．研究の方法 
 具体的な分析対象は、銅板文書をはじめと
する公文書、およびプラシャスティ（王朝頌
徳文）や施与記録などを記す刻文史料、さら
に 15 世紀頃を境に構造的な変化を見せる城
砦・城郭都市であり、それらに見られる変化
を地域王権の形成が繰り返された 10〜16 世
紀に渡って精査し、この時代の国家システム
の政治的・文化的転換を、王権のヴァナキュ
ラー化の文脈で説明していく。また南アジア
の諸勢力の動きをユーラシア・レベルの動向
との連関で探っていくときに、中央ユーラシ
アと南アジアをつなぐ地政学的な構造のあ
り方（定着農耕地帯と乾燥移動民地帯の関係
とその構造的変動）に焦点を当てる。 
 
４．研究成果 
(1)10−13 世紀地域王権の画期性と帝国性 

10−13 世紀のチャーハマーナ朝とチャウル
キヤ朝の寺院刻文・銅板文書のプラシャステ
ィおよび戦勝記念碑を精査した結果、この時
代の地域王権は、古代以来の定着農耕地帯を
中核とする帝国建設ではなく、辺境を中核と
するサーマンタ体制の帝国建設を志向して
いる点に新しさがあり、辺境を帝国にふさわ
しい中心地と主張するために巨大ヒンドゥ
ー寺院を建立し、サンスクリット文化の理想
的帝王とされたチャクラヴァルティンを目
指したこと、その背景には、辺境とされてい
た乾燥・半乾燥地帯における開発（井戸灌漑
とペルシア式揚水機の普及を伴う）があった
ことが明らかになった。（雑誌論文①、学会
発表②⑤） 

 
(2)サーマンタ体制の変質からクラン体制・



パッタ制へ 
①銅板勅書の様式と発給のあり方を分析し
た結果、9世紀のプラティーハーラ朝では宗
主勅書もサーマンタ勅書も＜施主＝告知者
＝発給者＝王＞の様式が形式上貫かれ、そ
の文書様式に合わせて発給過程もそれぞれ
独立しており、互いに内政不干渉とされる
サーマンタ体制の王権連合的性格が典型的
に表れている。しかしチャウルキヤ朝では、
サーマンタ発給の勅書においてこの様式が
崩れだし、さらに同王朝の衰退期である 13
世紀には、サーマンタの自立化が進行する
中で、宗主王朝自らこの様式を崩し、内政
不干渉というサーマンタ体制の原則を破る
ことでサーマンタ勢力を管理・統制下に置
こうとした。このことはサーマンタ体制が
否定される 14・15 世紀以降の体制の前提と
して位置づけることができる。（雑誌論文⑦
⑨、学会発表⑪） 

 
②14 世紀後半以降、銅板勅書は本来の勅書様
式から全く外れ、サンスクリット語ではな
く主としてプラークリット語で記されるよ
うになり、さらに 16・17 世紀には地方語に
よる書式が整ってくる。興味深い事実は、
かつてサーマンタ発給の勅書に記されてい
た宗主への従属関係に関わる文言が消滅し
ていること、諸王の系譜やプラシャスティ
（頌徳文）が記されなくなったこと（石碑
に刻まれたり歴史書が編纂される）、銅板の
大きさ・厚さも文字数までも極めて短小軽
薄になったことである。銅板勅書がかつて
ほど王権にとって重要な文書ではなくなっ
ていること、したがって君主と従属勢力と
の確執を示す対象ではなくなっていること
を示す。（未発表） 

 
③如上の変化は、そのまま国家システムの変
化にも対応している。内政不干渉を前提と
する王権連合的性格のサーマンタ体制の国
家は、外延的拡大による帝国化を目指して
いたために既存の土着勢力をそのまま従属
下に置き、普遍主義的なサンスクリット文
化によって雑多な地方文化を持つ従属勢力
を統合していた。しかしペルシア語を公用
語とするデリー=スルターン朝がインド
全域に影響を及ぼす 14 世紀以降に出現し
てきた地域勢力は、以前の地域勢力と比較
すると在地志向が強く、宮廷においてサン
スクリット語の絶対性が崩れる中で公用語
の地方語化を進め、流動的でローカルな口
語の世界がリージョナルな文字言語によっ
て徐々に一つの地域文化にまとまっていく
中で、征服地の統治を既存のローカルな勢
力ではなく王家の同族の者に委任するクラ
ン体制へと統治政策を転換させる。それは
王国全土の直轄化を意図したパッタ制への
前提を作ることになったと考えられる。（学
会発表①⑬） 

 

(3)山上城砦から城郭都市へ 
 衛星画像と現地調査および刻文史料の分
析からつかんだ傾向として、8〜13 世紀のラ
ージャスターンの地域王権は、完全な都市機
能を有す大規模な山上城砦を築いてそこを
王都とするケースが目立つが、14〜15 世紀を
過渡期として、16・17 世紀以降はもはやこう
した城砦は築かず、むしろ王宮を山麓ないし
山腹に築いて山麓の市街部をも城壁で囲い
込む城郭都市を建設するようになっていく。
これはおそらく 16 世紀以降、商品経済の進
展の中で、ハヴェーリー（邸宅）をはじめ市
街部に富が蓄積していき、宮廷が市街区の保
護を政策として打ち出した結果と考えられ
る。同時にこれは、王権が在地に根ざした権
力形成を志向したことの表れであるとの仮
説を提示した。（学会発表③⑧⑨⑭） 
 
(4)中世ユーラシア世界の動向と南アジアの

連関 
 西暦 1000 年頃から気候状況の好転も手伝
ってユーラシア世界全体で乾燥・半乾燥地帯
の活性化が進行し、それに伴って遊牧勢力が
定着農耕地帯へと進出、牧畜と交易を主とす
る乾燥移動民地帯と定着農耕地帯とにまた
がる帝国を建設するような動きが起こって
くる。10−13 世紀に乾燥・半乾燥地帯に出現
した南アジアの地域王権もまた、辺境の農業
開発および内陸交易ネットワークの緻密化
を伴いつつ、乾燥地帯と定着農耕地帯との連
結の進行の中で生み出された王権であり、上
記のユーラシア世界全体で進行していた動
きの一部を成していたと解釈できる。またそ
の地域王権のサーマンタ体制が帯びていた
非在地的性格もまた、こうした広域権力の時
代に適合的であった。しかし、14 世紀半ばの
モンゴル帝国の瓦解と気候状況の悪化は、一
時的ではあれ在地志向の地域主義的傾向を
つよく地域権力に促したのではないかと推
測をたてた。（雑誌論文②③④、学会発表④
⑩⑬） 
 
(5)研究の位置づけ 
 本研究の成果と視点は、以下の点に画期性
があると考える。 
 
①チャットーパディヤーヤらの地域国家形
成論が伝統的な12世紀末で区切る時代区分
を打破する意義をもつのは確かであるが、
彼らのように 7 世紀以降近代に至るまでの
プロセスを同質の長期の歴史的プロセスと
して理解するのではなく、14 世紀をエポッ
クと捉え、中世初期と中世後期で繰り返さ
れる地域国家形成を、言語文化の変化を伴
った異なる歴史段階のプロセスとして位置
づけて両時代をつなげている点。 

 
②王権や国家を論ずる際に法典文献、文学作
品、宗教文献ではなく、王権の権力執行を
直接表現する勅書を利用し、しかもこれま



での研究のようにその内容を恣意的に解釈
するのではなく、勅書の様式と発給のパタ
ーンを探る中から国家システムのあり方お
よびその変化を論ずる点。 

 
③地域政権の変化のプロセスを、デリー=ス
ルターン朝の動向やユーラシア世界の動き
といった、より広域のスケールとの連関の
中で位置づけている点。その際に当時の政
権が南アジアやユーラシア世界をどのよう
に地理的に認識し、いかなる国家建設を目
指していたかといった、地政学的なアプロ
ーチを行っている点に、とりわけ気候変動
によってその地政学的状況が変化するとい
った視点に特質がある。 

 
(6)今後の展望 
①14 世紀以降の勅書様式・発給の分析を従来
通り進めていく。すでに大筋でその傾向は
捉えたが、今なお史料の収集には困難が伴
っており、今後も収集に重点を置いて研究
を進めていく。 

 
②城砦・城郭都市の構造的変化は、本研究の
過程において偶然判明した歴史的変化であ
るが、まだ研究の端緒であるので、今後は
何よりもまずデータの集積が必要であり、
将来的にはインドの研究機関との共同研
究・発掘調査が必要となる。前者について
は 2014 年度より、科研費補助金基盤研究 C
「北インド中近世城郭史研究」として、す
でに開始している。 

 
③気候変動とともに当時の地政学的構造が
変動することについてはまだ仮説の域を超
えておらず、今後もデータを収集していく
必要がある。とりわけ 14 世紀以降の状況に
ついては、まだほとんど手を付けていない。
研究対象が地域としても研究分野としても
筆者の守備範囲を大きく超えているので、
この方面について共同研究を立ち上げてい
く必要がある。 

 
④南アジア勢力の地政学的分析について筆
者は、本研究が対象とした 10〜16 世紀だけ
でなく、前 3 世紀のマウリヤ朝時代以来の
変動について仮説を提示しており、王都が
パータリプトラからカナウジ、さらにはデ
リーへと移動し、地政学的構造が大きく変
動してきたこと、それは基本的には辺境で
ある乾燥・半乾燥地帯の開発や交易ネット
ワークの転換などによって引き起こされて
いると見ている（雑誌論文③⑤、学会発表
⑩⑬、拙稿「カナウジの帝国」『世界歴史大
系南アジア史１』山川出版社、2007 年）。今
後はこの方面の実証を積み重ねていく。 
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